
第2回

創刊101周年を迎え、特別広告企画をご提案いたします。

お問い合わせ

株式会社 文藝春秋 メディア事業局　
〒102-8008 東京都千代田区紀尾井町3-23　
電話  03-3288-6488　メール ad.bungeishunju-g@bunshun.co.jp　
https://www.bunshun.co.jp/ads/

文藝春秋
SDGsエッセイ大賞

ご 協 賛 の お 願 い

※ご協賛企業として、告知誌面・受賞作品発表誌面
「文藝春秋」９月号（８月１０日発売）芥川賞発表号［告知］、
「文藝春秋」2024年１月号（１２月８日発売）新年号［受賞作品発表］、
「文春オンライン」「文藝春秋 電子版」に、企業ロゴを掲載させていただきます。

ご協賛概要

●広告掲載媒体

 「文藝春秋」2024年1月号（2023年12月8日発売）
受賞作品発表ページ内にて掲載
純広告は入賞作品の対向ページに掲載させていただきます

●ご協賛特別料金
純広告１ページ 280万円
●原稿サイズ
天地210ミリ×左右144ミリ、
断ち切りサイズ

●原稿締切

2023年11月20日（月）
※制作費（60万円～）で純広告を作成する
ことも可能です。別途ご相談ください。

＊純広告ご協賛
●ご協賛特別料金
タイアップ2ページ＆
「文春オンライン」転載

500万円
タイアップ4ページ＆
「文春オンライン」転載

700万円
※タイアップページに関しては弊社にて取材し
ページ制作をさせていただきます

＊タイアップ広告ご協賛
●動画のみご協賛料金

350万円～
●誌面とセットの場合

300万円～
※詳細はお問い合わせて下さい

＊動画広告ご協賛

お申し込み締切　2023年6月30日（金）
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収
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ィ
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ネ
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メ
ン
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下
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R
E
A
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に
安
定
し
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運
用
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績
を
誇
り
、
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２
０
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を
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え
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資
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層
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も
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い
。

先
ん
じ
て
立
ち
上
げ
た

物
流
施
設
特
化
型
フ
ァ
ン
ド

ダイヤモンド・リアルティ・マネジメント株式会社
代表取締役社長

竹内竜太氏
会
に
発
展
さ
せ
、
竹
内
社
長
自
ら

議
長
と
し
て
指
揮
を
執
る
。

「
運
用
物
件
へ
の
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可
能
エ
ネ

ル
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導
入
推
進
か
ら
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域
ボ
ラ

含
む
三
菱
商
事
グ
ル
ー
プ
は
そ
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総
合
力
を
基
に
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン（
E
X
）、デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
D
X
）
の
一

体
推
進
に
よ
る
未
来
創
造
を
経
営

戦
略
と
し
て
い
る
。

「
当
社
も
グ
ル
ー
プ
企
業
の
生
む

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
実
装
の
場
と
な
る
こ
と
等
で

同
戦
略
の
実
現
に
貢
献
し
つ
つ
、

運
用
す
る
不
動
産
の
価
値
を
高
め

る
こ
と
で
社
会
に
と
っ
て
好
ま
し

い
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。将
来
的
に
は
個

別
不
動
産
の
み
な
ら
ず『
街
』そ
の

ダイヤモンド・リアルティ・マネジメント株式会社

不動産運用の先駆者として
街づくり・都市運営に貢献
不動産の投資・開発・運用の各分野で豊富な知見をもつ
ダイヤモンド・リアルティ・マネジメントが提示する活力ある未来とは？

Text:Ayaka Sagasaki

　物
流
施
設
が
投
資
対
象
と
し
て

広
く
認
知
さ
れ
て
い
な
い
頃
か
ら

物
流
施
設
特
化
型
フ
ァ
ン
ド
を
立

ち
上
げ
、
２
０
１
２
年
に
は
機
関

投
資
家
向
け
の
不
動
産
投
資
信
託

で
あ
る
私
募
リ
ー
ト
事
業
と
し

て
「
D
R
E
A
M
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

リ
ー
ト
投
資
法
人
」（
以
下
D
P
R
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の
運
用
を
開
始
す
る
等
、
先
を
見

る
力
も
あ
る
。

「
当
社
は
、
専
門
性
の
高
い
人
材

GRESB最高位の「5スター」を取得！
ダイヤモンド・リアルティ・マネジメントが資
産運用業務を受託している私募リート（DRE
AMプライべートリート投資法人：DPR）は、サ
ステナビリティに係わる取り組みについてグ
ローバル順位により５段階で評価されるGRE
SBで、上位20%以内しか取得できない「５ス
ター」を取得。

も
の
の
運
用
に
も
関
わ

り
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
×
蓄
電
に
よ
る
災

害
対
策
や
地
域
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
住
み
よ
い

街
づ
く
り
等
の
活
動
を

通
じ
て
、多
く
の
社
会

課
題
の
解
決
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

テ
ィ
へ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
う
優
良
銘
柄
と
し
て
も
評
価
が

高
く
、
22
年
、
G
R
E
S
B
リ
ア

ル
エ
ス
テ
イ
ト
評
価
で
最
高
位
の

５
ス
タ
ー
を
獲
得
し
た
。

「
当
社
は
『
地
球
環
境
の
保
全
と

経
済
・
社
会
の
持
続
的
発
展
に
貢

献
す
る
企
業
で
あ
り
続
け
る
』
こ

と
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
私

募
不
動
産
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て

E
S
G
へ
の
取
り
組
み
を
い
ち
早

く
開
始
。
運
用
不
動
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の
環
境
認

証
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得
も
地
道
に
行
っ
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
業
界
の
先
駆
け
と
な
り

得
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
」

　サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
取
り

組
み
の
さ
ら
な
る
強
化
を
目
指
し
、

20
年
４
月
に
は
従
来
の
E
S
G
委

員
会
を
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
委
員

を
揃
え
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

集
団
を
目
指
し
て
い
ま
す
。『
実

績
』『
信
頼
』『
挑
戦
』『
目
利
き
力
』

と
い
う
４
つ
の
強
み
で
事
業
を
拡

大
、
遂
行
し
て
い
く
手
応
え
を
感

じ
て
い
ま
す
」
と
竹
内
竜
太
社
長

は
語
る
。

　D
R
E
A
M
を
代
表
す
る
商
品

で
あ
る
D
P
R
は
、
中
長
期
的
な

安
定
性
が
見
込
ま
れ
る
物
流
施
設

を
中
心
に
運
用
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

環境に配慮した不動産の取得・開
発・改良／事業・組織運営上の環
境・気候変動施策の推進等

適正な情報開示を通じた不動産市
場の透明性向上への貢献／ステーク
ホルダーとのエンゲージメント強化等

サステナビリティ長期ビジョンと4つの重点領域
「不動産運用の先駆者としてステー
クホルダーの一歩先のニーズに応え、
地球環境の保全と経済・社会の持続

1

2

地球環境の保全

不動産運用市場の
持続的発展

運用物件の安全性の確保・向上／
サプライチェーンの透明性強化と負
の影響の最小化等

ガバナンス体制と組織のレジリエン
ス強化／サステナビリティに関する
意識の醸成と情報の開示等

3

4

持続可能な社会の実現

社員と組織の成長

的発展に貢献する企業であり続け
る」と掲げ、4つの重点領域ごとに取
り組むべきアクションプランを策定。

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
社
員
参
加
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
形
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
具
体
的
に
設
定

し
て
い
ま
す
。

『
生
活
に
直
結
し

た
不
動
産
の
運
用

を
通
じ
て
社
会
貢

献
を
行
い
た
い
』

と
い
う
理
念
に
基

づ
き
、
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
視
点

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し

た
新
規
商
品
の
開

発
に
も
注
力
し
て

い
き
ま
す
」

　D
R
E
A
M
を

E
X・D
X
の
一
体
推
進
で

住
み
よ
い
街
づ
く
り
を

提供／
大黒町物流センター
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世界の誰かの未来のために。#未来のためにできること

秋谷りんこ
　私には子供がいない。でも、東南アジアの
ある国に、成長を楽しみにしている少年がい
る。私は少年に手紙を書いたり、折り紙を送
ったり、日本の風景の象徴ともいえる満開の
桜の写真を送ったりしている。彼からは、毎
年、年々身長が伸び顔つきも少し大人びて
きている写真が送られてくる。感謝の手紙と
ともに。
　毎月定額の寄付を決まった子供に送り、
その寄付から子供の教育の費用や、子供が
住んでいる地域の清潔な水の確保、食料の
確保、医療体制の確保などに使ってもらうチ
ャリティに参加しているのだ。
　私は自分の子供をあきらめた日から、世
界のどこかにいる子供を支えたいと思った。
自分の子供じゃなくても、血のつながりはな
くても、きっと世界の子供たちの未来のため
にできることがある。
「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」「安全な水
とトイレを世界中に」
　日本にいたら、あまり身近には感じられな
いであろうこれらの目標が、少年の住んでい
る地域には必要不可欠であることが生 し々
くレポートで届く。私ひとりの力だけではで
きることに限界がある。でも、きっと毎月の
寄付は無駄じゃない。小さな力の積み重ね
で、きっと未来は変わると思う。

　最近、大阪地方裁判所が「同性婚を認め
ないのは憲法に違反していない」との判決を
くだし、物議をかもした。そして「結婚は、男
女が子を産み育てる関係を社会が保護する
という目的で定着した制度」という発言が波
紋を呼んだ。私はシスジェンダーの女で、結
婚しているが、子供はいない。結婚が「子を
産み育てる関係を社会が保護する目的」で
あるならば、私たちの夫婦も合憲ではなくな
ってしまう。でも、自分が産んだわけではな
い子供を、私はずっと支援している。これは、
未来を作ることにつながっているのではな
いだろうか。誰かを愛し、一緒に未来をつく
る。そのことに、性別も血のつながりも国境
も、関係ないのだ。
　SDGsでは「ジェンダー平等を実現しよう」
との目標もある。そろそろ日本も、未来のた
めに、古い結婚の価値観を変える時が来て
いるのではないかと思う。
　私には子供がいない。でも、成長を見守
っている少年がいる。私の小さな力でも、少
しずつ少年の未来が変わると信じている。き
っと未来とは、手の届くところ、目に見えると
ころにあるものだけではなく、もっと広いとこ
ろにもあるのだ。少年から届く写真を見るた
び、私の未来もまた確実に広がっている。
#未来のためにできること

優 秀 賞
文藝春秋SDGsエッセイ大賞

体裁見本（昨年見本）
純広告ご協賛（1ページ） タイアップ広告ご協賛（４ページまたは2ページ）

右ページに受賞作品を
左ページに純広告を掲載いたします

御社広告 御社広告

bunshun.jp/
bungeishunju/
webinar/full



●募集告知・受賞作品発表媒体

「文藝春秋」 9月号（8月10日発売）▲ 告知
 2024年1月号（12月8日発売）
　　　　　　　　　　　　　　　　　

▲

受賞作品発表
「文藝春秋 電子版」、「文春オンライン」、
「note」

●コンテストスケジュール

コンテスト募集開始：7月25日～
（「文藝春秋」９月号（8月10日発売）にて掲載）

作品募集期間：7月25日～9月20日
審査期間：9月21日～11月初旬
受賞作品発表：12月8日
（「文藝春秋」2024年1月号発売日）

●審査員
「文藝春秋」編集長 ほか 
作家角田光代氏 などを予定

藝春秋」は今からちょうど100年前、作
家・菊池寛によって創刊されました。

「私は頼まれて物を云うことに飽いた。自分で、考
えていることを、読者や編集者に気兼なしに、自由
な心持で云って見たい」

　菊池寛の「創刊の辞」はこう続きます。

「友人にも私と同感の人々が多いだろう。又、私
が知っている若い人達には、物が云いたくて、ウズ
ウズしている人が多い。一には、自分のため、一に
は他のため、この小雑誌を出すことにした」

　ここに出てくる「友人」は芥川龍之介や直木
三十五で、「若い人達」は例えば小林秀雄や川
端康成です。そうした菊池寛の周囲に集まる文士た
ちのお陰で、28ページの「小雑誌」は順調に育
ち、2023年新年特大号では600ページを遥かに超
える雑誌となりました。

　私は創刊100周年に際して、「目覚めよ！ 日本」
というモットーを掲げました。30年あまり、この国は、
政治も経済も社会も、時計の針が止まったまま、停
滞感が漂っているように思います。

　今こそ目を見開いて数 の々難題を直視し、本腰を
入れて最適な解決策を、国民的な議論をもとに導き
出すべきではないか。私はそうした議論のきっかけに
なる問題提起を、しかも当事者の肉声で行うことこそ
が、国民雑誌と呼ばれる「文藝春秋」が果たす
べき役割だと肝に銘じています。

　100年の区切りを越え、新たな年を迎えた「文藝
春秋」は、まさに101年目の第二の創刊ともいうべき
時期を迎えています。文藝春秋×noteのこのエッセ
イコンテストもまた、「物が云いたくて、ウズウズしてい
る」人のための、新たな提案です。

　この激動の時代に、閉塞感を取り払い、豊かな
未来を切り開くため、「文藝春秋」は日本が目覚め
るための発信を今後も続けてまいります。

　引き続きご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

文

1989年文藝春秋入社。
「スポーツ・グラフィック ナンバー」編集部、
「週刊文春」編集部、月刊「文藝春秋」編集部などを経て、
2012年4月「週刊文春」編集長、2018年より週刊文春編集局長。
2020年8月より執行役員。
2021年7月より「文藝春秋」編集長に就任（執行役員兼務）。

Shintani Manabu

読者参加型のエッセイコンテスト
文藝春秋×note  文藝春秋SDGs
エッセイ大賞を今年度も開催します。

●昨年度の実施概要

●昨年度の応募状況

●昨年度の協賛企業

文藝春秋本誌

noteサイト

応募期間

投稿数 7,928 -

8/1~9/20 8/1~12/15

3,763 -

548,313 736,477

119,742 140,953

4,221 4,914

11,368,365 -

15,327 19,210

投稿者数

総PV数

総スキ数

総ツイート数

総文字数

noteコンテスト企画の中でも多くの反響をいただきました

鹿島建設　サッポロビール　GMOインターネットグループ　
清水建設　住友不動産　大日本印刷　宝酒造　竹中工務店　
東京海上日動　凸版印刷　野村ホールディングス　丸紅
みずほフィナンシャルグループ　三井住友海上　
三井住友フィナンシャルグループ　三菱商事
三菱UFJフィナンシャル・グループ　三菱UFJ国際投信

読了時間

結果発表
1週間後まで

月刊 ｢文藝春秋｣ 編集長

新谷　学

 目覚めよ！日本
文藝春秋は、
 １０1年目からも
飛躍し続けます

文藝春秋
SDGsエッセイ大賞

大募集

応 募 要 項 創刊100周年記念
●募集内容

 「未来のためにできること」をテーマにした
1000文字以内のエッセイ
●応募方法
 「note」のサイトよりご応募をお願いいたします。
❶noteアカウントで会員登録（ログイン）
❷文藝春秋digitalのnoteアカウント（https://bungeishunju.com/）を
フォロー（https://bungeishunju.com/）
❸ハッシュタグに「#未来のためにできること」を設定して、
1000文字以内で記事を投稿
応募方法の詳細は巻末の「マガジン・ラック」をご参照ください

●応募期間　2022年8月1日（月）～9月20日（火）23：59
●受賞作品発表
 「文藝春秋」2022年1月号（12月10日発売）誌面 および 
 「文春オンライン」「文藝春秋digital」「note」にて発表

●賞　金　グランプリ［1点］ギフトカード10万円分  優秀賞［10点］ギフトカード3万円分
●応募資格
職業、国籍は問いません。誌面およびWebで氏名（ペンネーム可）を公表できる方。
公平な審査を行うため、特定企業のロゴや著名人の写真など、
商標権・肖像権を侵害するものがある作品は審査対象外となります。

●主　催　文藝春秋メディア事業局

●協　賛

問い合わせ●ad.bungeishunju-g@bunshun.co.jp

「文藝春秋」はおかげさまで本年12月に100周年を迎えます。
創刊100年を迎える「文藝春秋」が、今考えなければならないのが、

この先の100年をどう生きるか。
それを考えるとき「2030年までに持続可能で

よりよい世界を目指す17の国際目標」を掲げたSDGsの課題が重なります。
出版社として文藝春秋として、希望あふれる未来の世界のために、

SDGsの17の目標達成のために、なにができるのか。
今回、情報の発信、創作の発展を大事にするメディアプラットフォーム

「note」とのコラボレーション企画として、
皆さんから幅広くエッセイを募集します。

 受賞作品は「文藝春秋」1月号（12月10日発売）100周年記念号にも
全文掲載させていただきます。

角田光代
（作家）
写真：垂見健吾

谷尻誠
（建築家）

新谷学
（「文藝春秋」編集長）

審 査 員

応募はこちら
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SNSでも
大反響！

昨年、「文藝春秋」創刊100周年を記念して、
「文藝春秋」×「note」によるSDGsエッセイコンテストを実施し、
大きな反響を呼びました。「文藝春秋」と「note」。
時代は違えど、情報の発信、創作の発展を大事にする両者が組み、
持続可能な社会をめざして、＃未来のためにできること
をテーマに読者とともに考えました。

応募作品はなんと約7900点。
老若男女問わず、多くの方々がSDGsについて考えるきっかけとなり、
優秀作品は「文藝春秋」誌上でもご紹介させていただきました。

今年度も第2回文藝春秋SDGsエッセイ大賞を実施いたします。

ぜひ、日本と世界を支える企業の皆様にも、
未来を、そしてSDGsについて考えていただき、
本企画にご協賛賜りますようよろしくお願い申し上げます。

note.com/contest/
未来のために
できること?f=trend


